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関東と近畿に生育する，オオタチヤナギ群と

ジャヤナギ群における識別点の再検討

山 口 純 一 1) *

Critical re-examination on distinctive characters between Salix pierotii 
group and Salix eriocarpa group in Kanto and Kinki
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要　　旨

オオタチヤナギ Salix pierotii Miq. とジャヤナギ S. eriocarpa Franch. et Savat. の雌性個体の識別は難

しく，雌花の腺体数の違いが第一にあげられ（木村 , 1989），若葉の毛，成葉の形態，柱頭の形態などが識

別形質とされてきた．関東と近畿に生育するオオタチヤナギ群とジャヤナギ群について，既往研究で提示さ

れた識別点を調査検討したところ，これまで最も重要視されてきた腺体数の違いは安定的なものではなく，

既往文献で用いられてきた他の識別形質についても，両種群を明確に識別できるものは見いだせなかった．

しかしながら，冬芽のサイズ比，冬芽の芽鱗背面におけるヒビ筋の有無，苞内面の毛の状態，雌花の腺体数

については両種群を識別するうえで有用であることがわかった．両種群の日本での取り扱いは，木村（1989）

が両種を併記して議論するまで長期間，学名と和名の取り扱いが混乱してきたが，その間の経過や概要につ

いても議論した．

キーワード：中国のヤナギ，冬芽の形質．オオタチヤナギの交雑，腺体の形質．
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はじめに

日本のヤナギ属を研究するうえで，シダレヤナギ節 

Sect. Subalbae Koidz. に所属する種群の認識の難し

さがときに問題となる．その一つに，オオタチヤナギ 

Salix pierotii Miq. とジャヤナギ S. eriocarpa Franch. 

et Savat. の雌性個体の識別がある．日本における両

種に関わる既往文献での扱いは，S. pierotii に対し牧野

（1890）がオノエヤナギの和名を用いて以来，両種の学

名と和名の用い方は変転し，木村有香博士（東北大学名

誉教授）が日本の野生植物（平凡社 , 1989）の中でオ

オタチヤナギとジャヤナギを併記するまで，長期にわ

たり混乱が続いてきた（表 1）．オオタチヤナギとジャ

ヤナギを同種とする見解の植物誌も表 1 では 12 誌にお

よび（＊印），近年の既往文献においても，Fang et al

（1999）には，A. K. Skvortsov は両種が同じである

と考えていると記され，長谷川（2003）は両種が近縁

または同種と考えられると述べ，大橋（2016）はオオ

タチヤナギとジャヤナギが同種の可能性があると述べる

など，両種が別の分類群であることに疑問を投げかける

研究者や文献記述が見られる．

オオタチヤナギとジャヤナギに対して各文献で解説さ

れる識別部位や注目点は，必ずしも同一ではなく，統一

された識別方法は確立されていないと筆者は考えてい

る．本稿では既往研究において示されてきた両種の識別

点を整理するとともに，近畿地方と関東地方に生育する

　報　　告　
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1 
図･表 

表１，山口純一，×１． 
 

文献（年度順） Salix pierotii Miq. 
の扱い 

Salix eriocarpa Fr. et Sav. 
の扱い 備考 

Miquel（1867） Salix pierotii Miq.と発表 
和名 Fatsi-Janogi とある 

― 雌雄の記述がある．Siebold and Pierot の九
州産がタイプ  

Franchet and Savatier
（1875, 1879） 

記述があり 
和名 Fatsi-Yanagi とある 

Salix eriocarpa Fr. et Sav.
と発表 

S. eriocarpa は雄の記述なく，Savatier
n.2718，横須賀産がタイプ 

牧野（1890） オノエヤナギ（新称？） ―  

徳淵（1896） ― シロヤナギ（新称） シロヤナギは後に Seemen（1903）により，
別種として記載される 

Kawakami（1896） ― シロヤナギ（新称） 植物学雑誌において，徳淵は 4 月に，川上
は 6 月に，和名シロヤナギを新称した 

白井（1896） ― ジャヤナギ（新称） 高野山で知られた名木蛇柳から和名を引用 

Seemen（1903） 記述と図の掲載があり 
和名 Tatsi-yanagi とある  

記述あり S. jessoensis Seemen を徳淵採集の札幌産
シロヤナギに基づき記載し図がある． 
1901年発表のS. dolichostylaの記述と図が
ある 

松村（1912） 
帝国植物名鑑 

オオタチヤナギ 
（松村命名） 

シロヤナギ 
（異名 S. jessoensis） 

S. dolichostyla をコゴメヤナギとする 

Koidzumi（1913） ― コゴメヤナギ 
（異名 S. dolichostyla） 

この研究以降 1940 年頃まで，S. eriocarpa
にコゴメヤナギを用いる植物誌が多くなる 

松村（1916）＊ 
改訂植物名彙 

オオタチヤナギ，ジャヤ
ナギ 

コゴメヤナギ，シロヤナ
ギ 

 

牧野･根本（1925）＊ 
日本植物総覧 

オオタチヤナギ，ジャヤ
ナギ 

コゴメヤナギ S. dolichostyla var. hirosakense を，コゴメ
ヤナギの異名とする 

Koidzumi（1926） Miquel（1867）と Seemen
（1903）の引用標本は異
質の 3 種を含み不適切と
した 

― 新たに S. pseudokoreensis Koidz. として
♀を記載しオオタチヤナギを用いる． 
この研究以降 1969 年頃まで，植物誌での
取扱いが，S. pseudokoreensis が多く，S. 
pierotii は少なくなる 

牧野・田中（1928） 
科属検索日本植物誌 

― シロヤナギ 
（異名 コゴメヤナギ） 

 

久内（1928） ジャヤナギ ― Seemen（1903）には，白井が高野山で採集
したとの記事があり，高野山の名木蛇柳か
ら白井が和名を引用したと推測している 

備中植物誌（1929） ― コゴメヤナギ S. pseudokoreensis をシロヤナギとする 

紀州植物誌（1929） ― （S. pseudokoreensis の
異名） 

S. pseudokoreensis をジャヤナギ（異名 オ
オシロヤナギ），S. dolichostyla をコゴメヤ
ナギとする．オオシロヤナギは木村の命名 

岩手植物志（1930）＊ ジャヤナギ 
（異名オオタチヤナギ） 

コゴメヤナギ  

牧野・根本（1931）＊ 
訂正増補日本植物総覧 

（S. pseudokoreensis の
異名） 

コゴメヤナギ 
（異名  S. dolichostyla 
var. hirosakense） 

S. pseudokoreensis を，オオタチヤナギ・
ジャヤナギとする 

秋田県植物誌（1932）＊ ― コゴメヤナギ S. pseudokoreensis を，オオタチヤナギ（異
名 ジャヤナギ）とする 

岡山県植物目録（1935）
＊ 

― コゴメヤナギ S. pseudokoreensis を，オオタチヤナギ・
ジャヤナギとする 

杉本（1936） 
日本樹木総検索表 

― ― S. pseudokoreensis をジャヤナギとする．
別にオオシロヤナギ名の植物記述がある 

根本（1936） 
日本植物総覧補遺 

― ジャヤナギ S. pseudokoreensis を，オオタチヤナギと
する 

大阪府植物誌（1938）＊ ― コゴメヤナギ S. pseudokoreensis を，ジャヤナギ（異名
オオタチヤナギ）とする 

  

表１ Salix pierotii Miq. と S. eriocarpa Fr. et Sav. に関わる，木村（1989）までの既往文献の扱い．植物誌類はオオタチヤナギ
およびジャヤナギに対応すると考えられる 2 種以上を記述する誌を原則として採用しその誌名を表記した．同著者による後続の植

物誌については両種の認識に変更なければ掲載を省いている．地方植物誌では著者名を省いた．―：記述がないことを示す（以下

表同じ）．＊：オオタチヤナギとジャヤナギを同種とする植物誌を示す．
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オオタチヤナギ群およびジャヤナギ群から，筆者が同定

し選定した個体の観察により得られた結果と照らし識別

点を検討した．また，新たな知見が得られないものか模

索した．

文献での両種の扱い

日本での混乱が落ちついたと考えられる木村（1989）

までの，オオタチヤナギ S. pierotii とジャヤナギ S. 

eriocarpa に対する既往文献での扱いをまとめた（表 1）．

植物誌類については原則として両種に対応すると考えら

れる 2 種以上をともに扱っている場合のみ採用した．1

種のみを記述する約 30 誌については，2 種を認識した

うえでの記述であるのかが不明なため今回の検討からは

除外している．同著者による後続植物誌は，両種認識に

変更なければ掲載を省いた．なお地方植物誌については

著者名を省いて表記した．

オオタチヤナギ Salix pierotii は Miquel（1867）に

より，九州で採集された個体をタイプとして新種記載さ

れ，雌雄の記述がある．ジャヤナギ Salix eriocarpa は

Franchet and Savatier（1875, 1879）により，横須

賀産植物をタイプとしてとして新種記載された．ジャヤ

ナギについては雄性個体を見ていないとの記述がある．

このように両種ともに日本で採集された標本に基づいて

発表された種である．

牧野（1890）は，S. pierotii をオノエヤナギとするが，

以降の代表的植物誌（大井 , 1953; 杉本 , 1961; 北村 , 

1979; 木村 , 1989）では，オノエヤナギという和名は 

2 
図･表 

表１つづき，山口純一，×１． 
 

 
 
 
 
  

文献（年度順） Salix pierotii Miq. 
の扱い 

Salix eriocarpa Fr. et Sav. 
の扱い 備考 

本田（1939） 
日本植物名彙 

― ジャヤナギ S. pseudokoreensis を，オオタチヤナギと
する．本田（1957, 1963）も同見解 

長崎県植物誌（1940） ― コゴメヤナギ S. pseudokoreensis を，ジャヤナギとする 

栃木県植物総覧（1941）
＊ 

― ― S. pseudokoreensis を，オオタチヤナギ（異
名ジャヤナギ）とする 

大井（1953）＊ 
日本植物誌 

― ジャヤナギ 
（異名 S. dolichostyla） 

ジャヤナギとオオタチヤナギを同種とする
見解．大井（1965, 1983）も同見解 

神奈川県植物誌（1958）
＊ 

― ジャヤナギ，オオタチヤ
ナギ 

S. pseudokoreensis にも，和名オオタチヤ
ナギの記述がある 

杉本（1961）＊ 
日本樹木総検索誌 

― ジャヤナギ 
（異名 オオシロヤナギ，
オオタチヤナギ） 

杉本（1965, 1972 , 1978）も同見解．杉本
（1984）では S. pierotii をジャヤナギとす
る 

熊本県植物誌（1969） （？） （？） 分類が困難なため今後の調査を待つとし，
学名和名など様々な標本や記録の現状を整
理し，広義の S. pseudokoreensis オオタチ
ヤナギとして目録には掲載する 

北村（1979）＊ 
原色日本植物図鑑 

ジャヤナギ 
（異名 オオシロヤナギ） 

（S. pierotii の異名） 異名  S. eriocarpa，S. dolichostyla ，S. 
pseudokoreensis をあげていることから，
オオタチヤナギも同種見解と判断できる． 

Kimura（1984） オオタチヤナギ（異名 S. 
pseudokoreensis） 

― （変異品での記述） 

静岡県植物誌（1984） ジャヤナギ ― 杉本（1961, 1965, 1972 , 1978）から見解
が変わる 

Wang and Fang（1984） 中国名：白皮柳 中国名：長柱柳 
（異名 S. dolichostyla） 

両種ともに雌雄の記述がある  

那須の植物誌 
（1985） 

オオタチヤナギ ジャヤナギ 
（異名 オオシロヤナギ） 

（オオタチヤナギは変異品での記述）木村
の見解が用いられている 

Wang et al（1985） 中国名：白皮柳 中国名：長柱柳 
（異名 S. dolichostyla） 

両種ともに雌雄の記述がある 

神奈川県植物誌（1988） オオタチヤナギ ジャヤナギ 
（異名オオシロヤナギ） 

（オオタチヤナギは変異品での記述） 
「S. pierotii は S. pseudokoreensis がよ
いかも知れない」と別記あり 

木村（1989） 
日本の野生植物 

オオタチヤナギ ジャヤナギ 
（異名オオシロヤナギ） 

 

表１	 つづき
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S. sachalinensis Fr. Schm. に対して用いられている．

徳淵（1896）は，S. eriocarpa シロヤナギ（新称）と

して植物学雑誌 4 月号に掲載した．Kawakami（1896）

は，同じく新称として同誌 6 月号に掲載した． 

白井（1896）は，高野山で蛇柳と呼称されていた著

名な柳の枝葉を 1896 年 8 月 13 日に採集し，翌年 5 月

に花を得て S. eriocarpa と同定し，この種の普通名にジ

ャヤナギを用いたいと述べている．

Seemen（1903）には，S. pierotii の記載と図，そ

して S. eriocarpa の記載がある．さらに，S. jessoensis 

Seemen（徳淵採集の札幌産シロヤナギに基づいて記載

された種）ならびに S. dolichostyla Seemen（Seemen 

1901）の，それぞれ記載と図が掲載されている．以

降の代表的植物誌（大井 , 1953; 杉本 , 1961; 北村 , 

1979; 木村 , 1989）では，S. jessoensis に対して和名

のシロヤナギが用いられている． 

松村（1912）は，S. pierotii に対してオオタチヤナギを，

S. eriocarpa. に対してシロヤナギとし，シロヤナギの異

名として S. jessoensis をあげた．また，S. dolichostyla

に対してコゴメヤナギという和名を与えている．

和名のオオタチヤナギは松村博士の新称とされる（大

渡 , 1897）．命名の由来は不明である．S. pierotii の和

名に関しては，Miquel（1867）には「Fatsi-janogi」

とあり，Seemen（1903）には「Tatsi-yanagi」とあ

るが，先頭文字「F」が「T」と異なるのは誤記された

可能性が考えられる．松村は「Tachi-yanagi」という

名称がすでに 1884 年から別種に対し用いていることを

考慮して，Seemen（1903）にある名称の先頭に「大，

Oh」を加え，「Oh-tachi-yanagi」として S. pierotii の

和名とした可能性が考えられる．一方和名コゴメヤナギ

は，後に木村（1926）において S. serissifolia Kimura

を新種として記載した際に，飯沼慾斎の「草木図説 前

編木部巻九」から和名を引用したものがある．1953 年

以降の代表的植物誌（大井 , 1953; 杉本 , 1961; 北村 , 

1979; 木村 , 1989）では，S. serissifolia に対してコゴ

メヤナギという和名が用いられている．

Koidzumi（1913） は，S. eriocarpa に 和 名 コ ゴ メ

ヤナギを用い，S. dolichostyla，および S. dolichostyla 

var. hirosakense Lev. et Vnt. をその異名とした．

松村（1916）は，S. pierotii をオオタチヤナギ・ジ

ャヤナギとし，S. eriocarpa をコゴメヤナギ・シロヤナ

ギとしている．つまり彼はオオタチヤナギとジャヤナギ

を同種として扱っている．

牧野・根本（1925）は，S. pierotii をオオタチヤナ

ギ・ジャヤナギとしている．また S. dolichostyla var. 

hirosakense を S. eriocarpa の異名とするとともに，後

者にたいしてコゴメヤナギという和名をあてている．

Koidzumi（1926）は，Miquel（1867）と Seemen

（1903）の引用した標本は三つの異質なものが混ざって

いるため，新種として発表自体が命名法上無効だとみな

し，新たに S. pseudokoreensis Koidz. という学名のも

とに雌を記載し，これに和名オオタチヤナギを用いた．

久内（1928）は S. pierotii をジャヤナギとしている．

Seemen（1903）には標本の一つが白井によって 1896

年 8 月に高野山で採集されたとの記述があることから，

高野山の名木として知られた蛇柳の呼称をそのまま白

井が和名としたのではないかと久内（1928）は推論し

ている．つまり，和名ジャヤナギに対し，白井（1896）

は S. eriocarpa を，久内（1928）は S. pierotii をあて

ているわけである． 

杉 本（1936）に は S. pierotii と S. eriocarpa の 記 述

はなく，S. pseudokoreensis をジャヤナギとしている．

そ の 後 の 杉 本（1961, 1965, 1972, 1978） で は S. 

eriocarpa をジャヤナギとし，異名としてオオシロヤナ

ギ，オオタチヤナギをあげている．さらに静岡県植物誌

（杉本 , 1984）では S. pierotii をジャヤナギとしている．

杉本（1936）には，S. eriocataphylla Kimura をオオ

シロヤナギ（木村氏新称）として記述がある．この学名

の植物は本稿議論とは無関係であるが，和名オオシロヤ

ナギは多くの植物誌でジャヤナギの異名として扱われて

いる．和名オオシロヤナギはシロヤナギに似て葉が大き

いことによる（木村 , 1956）． 

大井（1953, 1965, 1983）は，S. eriocarpa に対し

和名ジャヤナギをあてているが，そこにはなぜか雄花

の記述がある．S. pierotii が取り上げられていないこ

とから考えると，オオタチヤナギを同種とする見解を

とっているものと考えられる．また，異名として S. 

dolichostyla をあげている．

北村（1979）は，S. pierotii の異名として，S. eriocarpa， 

S. dolichostyla，S. pseudokoreensis をあげる．和名は

ジャヤナギをあて異名としてオオシロヤナギをあげる．

すなわち，S. pierotii と S. eriocarpa とを同種とする見

解であるが，雄株が知られていないと記述している．

Kimura（1984）は，オオタチヤナギの葉斑入品種

記載に際し，オオタチヤナギ S. pierotii とする．また，

S. pseudokoreensis を異名としてあげる．

中国の文献（Wang and Fang, 1984; Wang et al, 

1985; Fang et al, 1999）は，S. pierotii の中国名を白

皮柳とし，S. eriocarpa を長柱柳として，それぞれ雌雄

の記述がある， 

那須の植物誌（生物学御研究所 , 1972, 1985）の

ヤナギ科には木村有香博士が関わり，ジャヤナギ S. 

eriocarpa とし，オオシロヤナギを異名とする．那須の

植物誌（生物学御研究所 , 1985）にはオオタチヤナギ 

S. pierotii として記述がある． 

木村（1989）は日本の代表的な植物誌としてはじめ
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てオオタチヤナギ S. pierotii とジャヤナギ S. eriocarpa

を併記してとりあげ，およそ一世紀続いた日本での両種

の取り扱いの混乱はこれ以降終了した．

全国の県および特定の地域を対象とした地方植物誌

が，1926 年頃から編集出版されている．これらの植物

誌では研究者が編さんした文献や研究論文を参考に記

述しており， Koidzumi（1913）の研究発表以後，S. 

eriocarpa に対し和名コゴメヤナギを用いる植物誌が

1940 年頃まで見られる（14 植物誌中の 10 誌：表 1）．

その一方で大井（1953）の出版以降はジャヤナギが和

名として用いられ，コゴメヤナギは用いられていない．

Koidzumi（1926）以降，S. pseudokoreensis に対し和

名オオタチヤナギを用いる植物誌が 1969 年頃まで見ら

れるが（17 植物誌中の 9 誌：表 1），一方で S. pierotii

の取り扱いのない植物誌が増える（17 植物誌中の 14

誌）．しかしながら北村（1979）以降はいずれの植物誌

においても S. pierotii が掲載されている．熊本県植物誌

（熊本記念植物採集会 , 1969）では，種同定の難しさか

ら植物名に疑問符がついた標本ラベルを表示し，全部を

ごく広い意味でオオタチヤナギS. pseudokoreensis と記

録し今後の調査を待つとする．学名と和名の混乱と合わ

せ誌編者の苦労の様子がうかがえる．

中国の文献においてオオタチヤナギとジャヤナギに該

当する種の記述は，日本の場合と異なる部分が多い．例

えば Wang and Fang（1984）では，S. pierotii は樹

高 8 m，葉下面は蒼白色で中肋沿いに柔毛があり，雌

花の苞は常に褐色，葯は紫色，花糸は完全に合生すると

し，S. eriocarpa は樹高 10-20 m，葉下面は帯藍緑色で

中肋沿いに長毛があるとしている．日本における両種は，

ともに成葉下面の中肋沿いは無毛であり，葉下面はジャ

ヤナギの方が白味強く，中国の記述とは逆になっている．

また樹高は両種とも高木で 10-20 m，褐色の雌花の苞

は見られない．オオタチヤナギの雄花の葯は鮮紅色で紫

色とは表現しがたく，乾いても暗褐色である．日本では

完全に合着する花糸を筆者は見ておらず，既往文献にも

該当する記述は見られない． 

調査方法と材料

調査個体の選定

木村（1989）によれば，ジャヤナギは各地に栽植され，

また野生状態にもなっているが，東北地方に少なく本州

関東以南に多く，四国・九州にもときどき見られるとさ

れる．オオタチヤナギは北海道西南部，本州では東北・

北陸の一部，および近畿から中国地方の一部，四国・九

州に分布する．なお，ジャヤナギの雄株はまだ知られて

いない（木村 , 1989; 大橋 , 2016）．

ジャヤナギについては，多摩川流域（東京都・神奈川

県）でのヤナギ属植物分布調査（山口 , 2016）で確認

された多摩川流域の個体に加え，東京都八王子市，埼玉

県朝霞市，神奈川県湯河原市など，できるだけ広い地域

から個体を選定した（No.1 ～ 13：表 2）．以上の区域

はオオタチヤナギの自然分布がないとされ，また選定個

体はいずれもジャヤナギの持つ生態および形態的特徴を

備えていることからジャヤナギと同定した． 

オオタチヤナギは木下（2002）を参考に，大阪府摂

津市の淀川河川敷のうち，鳥飼大橋～鳥飼仁和寺大橋の

間を観察区域とし，2014 年から年数回訪れ観察を続け

てきた．観察区域で目印をつけ 60 個体以上を継続観察

したが（一群落では雌雄各一個体の選定とした），筆者

がオオタチヤナギであると確信できる個体は著しく少な

かった．この中から花序・花の形質，枝葉の形質などで

少しでも疑問のある個体は除外し調査個体を選定した．

個体 No.17 ～ 20 は，苞内面の毛が少なく，成熟期の

採集花序では子房がよく裂開し多数の種子放出が見ら

れ，花期が早いことなどからオオタチヤナギと同定した．

また個体 No.14 ～ 16 は，苞内面には多数の毛が見られ，

成熟期の採集花序では種子の放出は見られず，開花が遅

いことなどからジャヤナギと同定した．雄性個体につい

ては同じく疑問のある個体は除外し，葯が紅色であり，

花糸は下方で合着し，苞内面の毛が少ないことなどから

個体 No.23 ～ 28 を選定した．

註：観察区域では葉の形質がオオタチヤナギに酷似

する個体が多数生育し，目印をつけ継続観察したと

ころ，6 月頃の葉の形質はオオタチヤナギに酷似する

が，9 ～ 11 月頃には著しく幅が細い葉をつける個体

が多数見られた．雄株では，枝葉の形質はオオタチヤ

ナギに酷似するが，葯の黄色い群落複数が点在してい

た（標準的なオオタチヤナギの葯は鮮紅色ないし橙黄

色である．ウラジロヨシノヤナギ S. pseudoyoshinoi 

Koidz. の雄花も葯が黄色であるが，葉形が異なり毛

も多く，一年生枝には密毛があることで両種を混同す

ることはない）．雌花の子房の毛は，密生するものか

ら子房基部だけ少毛があるものまで，連続的に形態変

化が見られるなど（標準的なオオタチヤナギは子房全

体に毛が密生する），交雑を疑わせるような個体も多

数生育していた．木下（2002）は，この区域でのヤ

ナギ属の種類別個体数の概数比率を示し，オオタチヤ

ナギ（5.0），ウラジロヨシノヤナギ（4.3），タチヤ

ナギ S. triandra L.（0.4），カワヤナギ S. miyabeana 

Seemen subsp. gymnolepis （H. Lév. et Vaniot） 

H. Ohashi et Yonek.（0.1）， マ ル バ ヤ ナ ギ S. 

chaenomeloides Kimura（0.1），イトヤナギ（シダ

レヤナギ）S. babylonica L.（0.1）とし，ジャヤナギ

は確認できなかったと報告している． 
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以上に加えて，吉山寛氏によって東北大学理学部附属

植物園の樹種から挿し木増殖されたオオタチヤナギが東

京都八王子市宇津貫町と（個体 No.21：表 2）と東京

都調布市の法人敷地内（個体 No.22：表 2）に寄贈植

栽されている．それぞれ許可を受けて観察しているため，

今回の調査対象として加えた．

調査方法

調査は 2013 年から 2017 年にかけて取り組み，調査

個体の各部位の観察は生時および標本により実体顕微鏡

下で行い，方法の詳細は観察結果の各項に記述した．調

査個体に目印をつけ，花序については開花期，成熟期と

それぞれ採集し，開花の早晩の観察を要する個体は未開

花期の採集も行った．成葉については，6 月，9 月，10

～ 11 月と採集し，冬芽は 11 月～ 2 月に採集した．交

雑種が多く分類が難しいとされるヤナギ属では，一季節

での検討では同定が不十分な場合が多く，少なくとも

花・葉・冬芽の検討が必要であり，交雑が疑われる雌性

個体ではさらに果時の検討も欠かせない．本研究に用い

た標本の一部は，同一個体の異なる季節で得た標本（季

節セット標本）として，兵庫県立人と自然の博物館植物

標本庫（HYO）および首都大学東京牧野標本館（MAK）

に納める予定である．

3 
図･表 

表２，山口純一，×１． 
 

 
 
  

No. 和 名 性 調 査 地 季節セット 
標本番号 

花採集日 
(日 月 年) 

葉採集日 
(日 月 年) 

冬芽採集日 
(日 月 年) 

1 ジャヤナギ ♀ 東京都世田谷区宇奈根 SsNo.JY201 10 IV 2017 15 VIII 2016 27 I 2014 

2 ジャヤナギ ♀ 東京都稲城市東長沼 SsNo.JY202 6 IV 2017 8 VI 2017 16 XII 2016 

3 ジャヤナギ ♀ 東京都府中市南町 SsNo.JY203 15 IV 2013 8 VI 2017 8 XII 2016 

4 ジャヤナギ ♀ 東京都府中市南町 SsNo.JY204 15 IV 2013 8 VI 2017 8 XII 2016 

5 ジャヤナギ ♀ 東京都府中市南町 SsNo.JY205 6 IV 2017 8 VI 2017 8 XII 2016 

6 ジャヤナギ ♀ 東京都府中市四谷 SsNo.JY206 22 IV 2014 8 VI 2017 7 II 2013 

7 ジャヤナギ ♀ 東京都八王子市兵衛 SsNo.JY207 6 IV 2017 17 VIII 2017 2 XII 2016 

8 ジャヤナギ ♀ 埼玉県朝霞市田島 SsNo.JY208 4 IV 2017 9 VI 2017 28 XI 2016 

9 ジャヤナギ ♀ 埼玉県朝霞市田島 SsNo.JY209 4 IV 2017 29 VIII 2017 28 XI 2016 

10 ジャヤナギ ♀ 埼玉県朝霞市田島 SsNo.JY210 4 IV 2017 29 VIII 2017 28 XI 2016 

11 ジャヤナギ ♀ 神奈川県湯河原町土肥 SsNo.JY211 7 IV 2017 17 VIII 2017 14 XII 2016 

12 ジャヤナギ ♀ 神奈川県湯河原町土肥 SsNo.JY212 7 IV 2017 17 VIII 2017 14 XII 2016 

13 ジャヤナギ ♀ 神奈川県川崎市幸区小向 SsNo.JY213 28 III 2017 8 VI 2017 9 XII 2016 

14 ジャヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY214 5 IV 2017 24 IX 2016 10 XII 2016 

15 ジャヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY215 5 IV 2017 24 IX 2016 10 XII 2016 

16 ジャヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY216 5 IV 2017 24 IX 2016 10 XII 2016 

17 オオタチヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY217 5 IV 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

18 オオタチヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY218 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

19 オオタチヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY219 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

20 オオタチヤナギ ♀ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY220 22 III 2017 24 IX 2016 10 XII 2016 

21 オオタチヤナギ ♀ 東京都八王子市宇津貫町（植栽） SsNo.JY221 30 III 2017 17 VIII 2017 6 XII 2016 

22 オオタチヤナギ ♀ 東京都調布市多摩川（植栽） SsNo.JY222 26 III 2015 8 VI 2017 16 XII 2016 

23 オオタチヤナギ ♂ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY223 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

24 オオタチヤナギ ♂ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY224 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

25 オオタチヤナギ ♂ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY225 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

26 オオタチヤナギ ♂ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY226 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

27 オオタチヤナギ ♂ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY227 29 III 2017 3 VI 2017 10 XII 2016 

28 オオタチヤナギ ♂ 大阪府摂津市鳥飼西 SsNo.JY228 29 III 2017 1 IX 2017 10 XII 2016 

表２	 調査個体一覧

季節セット標本：同定に有効と考えられる部位を季節に合わせて採集し，同一個体の標本組としてまとめたものである．
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結果と考察

雌花の腺体数

多くのヤナギ属樹種の花には腺体があり，腺体は花被

が退化したものと考えられ（木村 , 1989），蜜を分泌し

て昆虫を呼び寄せる役目を持つ．腺体は花の基部にあ

り，向軸側のものを腹腺体（図 1 の左側，図 2 の上側），

反軸側の苞と子房の間にあるものを背腺体と呼ぶ（図 1

ではかくれている，図 2 の下側）．腺体のある通常の花

には，腺体が 1 個の花（腹腺体がある）と，腺体が 2

個の花（腹腺体と背腺体がある）がある．

（1）既往文献の記述

既往文献（検索表内での記述を含む）における雌花

の腺体に関する報告をまとめた（表 3）．いずれの文献

でもジャヤナギの腺体数は 2 個であるが，オオタチヤ

ナギの腺体数は検索表で 1 個またはまれに 2 個とする

文献（木村 , 1989; 長谷川 , 2001; 大橋 , 2016）と，1

個とする文献（Wang and Fang, 1984; Fang et al, 

1999; Ohashi, 2001, 2006）が見られる． 

（2）雌花腺体数の観察結果

関東と近畿で行った雌花の腺体数調査の結果を一覧に

した（表 4）．調査個体ごとに複数の花序から任意に 20

花を選定し，花序から取り外して観察した．両種ともに

子房に密毛があり，背腺体の確認はルーペのみでは見落

とされる可能性がある．また，腺体には極小のものがあ

り見逃しやすいため慎重に観察した．

ジャヤナギ群 16 個体の調査計 320 花では，1 花あた

りの平均腺体数は 1.81 個（標準偏差 0.20）であり，腺

体 1 個の花は 19.1 %（61 花）あり，腺体 2 個の花は

80.9 %（259 花）である．オオタチヤナギ群 6 個体の

調査計 120 花では，1 花あたりの平均腺体数は 1.27 個

（標準偏差 0.36）であり，腺体 1 個の花は 73.3 %（88 花）

あり，腺体 2 個の花は 26.7 %（32 花）である．ジャ

ヤナギ群は腺体 2 個の花が多く，オオタチヤナギ群は

腺体 1 個の花が多い．調査結果は既往文献記述から読

み取れる両種の雌花腺体数の傾向と一致している．

ジャヤナギ群の 5 個体（No.2，10，12，14，15）

では 20 花すべてが腺体 2 個の花であり，ジャヤナギ群

で背腺体が確認できない個体はない．一方オオタチヤ

ナギ群では半数の 3 個体がすべて腺体 1 個の花である．

しかし，オオタチヤナギ群の残りの半数 3 個体は腺体 2

個の花が見られ，個体 No.22 は 20 花すべてに，個体

No.17 は 40.0 % の花に，No.20 は 20.0 % の花に，そ

れぞれ腺体 2 個が見られた．また，ジャヤナギ群の個

体 No.13 は腺体 2 個の花が少なく（40.0 %），腺体 1

個の花の方が多い（60.0 %）．これらは腺体数だけを指

標とする場合は誤同定を招く可能性が高いことを示して

おり，雌花の腺体数だけで両種群を識別することはでき

ない．

オオタチヤナギの雌花の腺体は 1 個であると断ずる

ことはできず，ジャヤナギの雌花の腺体が 2 個と断ず

ることもできない．また，腺体が 1 個またはまれに 2

個とすることは検索表で両種を検討するうえでは曖昧と

なりかねない．雌花の腺体数は両種群で傾向の違いが認

められることから，両種群を識別するうえでの参考とす

るのがよいと考える．一部の研究では，オオタチヤナギ

の雌花の腺体は 1 個と決めて種の異同について論議を

進める例が見られるが，両種識別に腺体数のみを指標と
4 

図･表 

表３，山口純一，×１． 
 
 

文献 S. pierotii（オオタチヤナギ） S. eriocarpa（ジャヤナギ） 

Wang and Fang (1984)  
検索表・本文 腺体 1 個 腺体 2 個，合着する 

木村 (1989)  検索表 腺体 1 個，またはまれに 2 個 腺体 2 個 
本文 まれに小さな背腺体が発達することがある しばしば合着することなどで区別される 

Fang et al (1999) 本文 腺体 1 個 腺体 2 個 

吉山 (2000) 本文 腺体 1～2 個 腺体 2 個

長谷川 (2001) 検索表 腺体 1，ごくまれに腺体 2 個 腺体 2 個

本文 通常 1 個まれに 2 個 ふつう腺体 2 個

Ohashi  
(2001, 2006) 

検索表 腺体 1 個 腺体 2 個，しばしば合着する 

本文 腺体 1 個，しばしば 2 個，  腺体 2 個 

大橋 (2016)  検索表 腺体は 1 個，まれに 2 個 腺体 2 個，ふつうは側方で合着する 
本文 まれに小さな背腺体が発達することがある 腺体 2 個，しばしば側方で合着する 

 
 
  

表３	 既往文献における雌花の腺体の記述
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することには注意する必要がある． 

背腺体の形質

筆者は 2015 年に摂津市淀川河川敷のオオタチヤナ

ギ 1 個体について，複数の花序から任意に選定した 20

花中の 3 花で腺体 2 個の雌花を確認している．このう

ち 2 花では背腺体サイズが約 0.4 × 0.2 mm であった

が，残る 1 花の腺体は約 0.08 × 0.08 mm ときわめて

小さく，実体顕微鏡でも見落としかねないサイズであっ

た（2015 年 3 月 28 日確認）．この個体は伐採された

ために本研究の調査対象ではないが，今回調査でもジャ

ヤナギ群の半数となる 8 個体で微小な背腺体（高さ 0.1 

mm 未満）を確認している（表 4）． 

シダレヤナギ節で雌花の腺体が背腹 2 個とされるの

は，ペキンヤナギ S. matsudana Koidz.（Koidzumi, 

1915），ウラジロヨシノヤナギ（小泉 , 1935），ウンリュ

ウヤナギ S. matsudana Koidz. var. tortuosa Vilm.（北

村 , 1979）であり，シロヤナギ S. jessoensis Seemen

は時に背腺体があるとされる（北村 , 1979; 木村 , 

1989）．筆者の観察では，たしかに上記 4 種の雌花で，

それぞれ背腺体をもち腺体が 2 個となる花を確認してい

るが（ペキンヤナギ：埼玉県戸田市，2011 年 4 月 10 日．

5 
図･表 

表４，山口純一，×１． 
 

 

No 和 名 
雌花の腺体数  腺体 1 個の花 

（背腺体なし）  腺体 2 個の花 
（背腺体あり）  微小背腺体を確認した花 

個体 
腺体数 

1 花 
平均 個数 比率

(%) 個数 比率
(%) 個数 比率

(%) 
1 花 
平均 

1 ジャヤナギ 1~2 1.60 8 40.0 12 60.0 2 10.0 0.10 

2 ジャヤナギ 2 2.00 0 0.0 20 100.0 0 0.0 0.00 

3 ジャヤナギ 1~2 1.55 9 45.0 11 55.0 4 20.0 0.20 

4 ジャヤナギ 1~2 1.50 10 50.0 10 50.0 1 5.0 0.05 

5 ジャヤナギ 1~2 1.80 4 20.0 16 80.0 1 5.0 0.05 

6 ジャヤナギ 2~ (1) 1.95 1 5.0 19 95.0 1 5.0 0.05 

7 ジャヤナギ 1~2 1.90 2 10.0 18 90.0 0 0.0 0.00 

8 ジャヤナギ 1~2 1.85 3 15.0 17 85.0 0 0.0 0.00 

9 ジャヤナギ 1~2 1.85 3 15.0 17 85.0 3 15.0 0.15 

10 ジャヤナギ 2 2.00 0 0.0 20 100.0 0 0.0 0.00 

11 ジャヤナギ 1~2 1.95 1 5.0 19 95.0 0 0.0 0.00 

12 ジャヤナギ 2 2.00 0 0.0 20 100.0 0 0.0 0.00 

13 ジャヤナギ 1~2 1.40 12 60.0 8 40.0 1 5.0 0.05 

14 ジャヤナギ 2 2.00 0 0.0 20 100.0 0 0.0 0.00 

15 ジャヤナギ 2 2.00 0 0.0 20 100.0 0 0.0 0.00 

16 ジャヤナギ 1~2 1.60 8 40.0 12 60.0 2 10.0 0.10 

  合計 ― 61 19.1 259 80.9 15 4.7 ― 

 ジャヤナギ 平均 1.81 3.8 ― 16.2 ― 0.9 ― 0.05 

  標準偏差 0.20 4.03 ― 4.03 ― 1.20 ― 0.06 

17 オオタチヤナギ 1~2 1.40 12 60.0 8 40.0 0 0.0 0.00 

18 オオタチヤナギ 1 1.00 20 100.0 0 0.0 0 0.0 0.00 

19 オオタチヤナギ 1 1.00 20 100.0 0 0.0 0 0.0 0.00 

20 オオタチヤナギ 1~2 1.20 16 80.0 4 20.0 0 0.0 0.00 

21 オオタチヤナギ 1 1.00 20 100.0 0 0.0 0 0.0 0.00 

22 オオタチヤナギ 2 2.00 0 0.0 20 100.0 0 0.0 0.00 

  合計 ― 88 73.3 32 26.7 0 0.0 ― 

 オオタチヤナギ 平均 1.27 14.7 ― 5.3 ― 0 ― 0.00 

  標準偏差 0.36 7.18 ― 7.18 ― 0 ― 0.00 

 
 
  

表４ 雌花の腺体数（複数の花序から任意に選定した各 20 花による集計）．微小背腺体：高さ 0.1 mm 未満の背腺体（腺体 2 個の花に

含まれる）
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ウラジロヨシノヤナギ：大阪府摂津市，2014 年 4 月 5

日．ウンリュウヤナギ：神奈川県愛川町，2014 年 4 月

7 日．シロヤナギ：群馬県水上町，2011 年 5 月 18 日），

実際は腺体 1 個の花の方が多く腺体 2 個の花の方が少

ない．また背腺体が確認されることの方がまれで，個体

によっては腺体 2 個の花が確認されないこともある．

雌花の腺体の合着

ヤナギ属樹種ではマルバヤナギにおける雌花の腺体合

着がよく知られ，腺体が環状に合着し，あるいは 3 個以

上に分かれるなど多様な形状が野外で見られる．背腹両

腺体の合着や離生は特別な現象ではないかもしれない．

（1）既往文献の記述

木村（1989）によればジャヤナギはオオタチヤナギ

に似るが，背腹両腺体が側方でしばしば合着すること

などで区別される（表 3）．Wang and Fang（1984）

は S. pierotii（オオタチヤナギ）は腺体 1 個とし，S. 

eriocarpa（ジャヤナギ）は腺体 2 個で背腹合着すると

している． Ohashi（2001, 2006）はジャヤナギの腺

体は 2 個でしばしば合着するが，オオタチヤナギは腺

体 1 個だと述べている．大橋（2016）はジャヤナギの腺

体は 2 個でしばしば互いに側方で合着するとしている． 

（2）合着腺体の観察結果

雌花腺体数調査において，背腺体を確認した個体（表

4 参照）の中から，ジャヤナギ群 6 個体（No.1，5，7，

8，11，13）とオオタチヤナギ群 3 個体（No.17，20，

22）について，背腹両腺体の合着の有無を調査した．

腺体の形状は多様で，腺体最下縁が微妙に接触するよう

な形状では腺体の破損・変形に注意して子房を取り外す

必要がある（図 2）．腺体が 2 個あり合着調査対象とし

た花数は，オオタチヤナギ群が 3 個体 32 花，ジャヤナ

ギ群が 6 個体 90 花である（表 5）．

ジャヤナギ群では，腺体が離生する花が 57（63.3 %）

あり，腺体が合着する花は 23（25.6 %）で，残りの

10 花（11.1 %）は腺体が接触していると判断した（個

体 No. 5，7，8）．ただし個体 No.8 では調査対象 17

花中の 8 花（47.1 %）で腺体がわずかに接触するよう

にみえ，これを合着とするか離生と判断するかで結果は

異なる．調査ジャヤナギ群の個体 No.11 は合着率 68.4 

% と最も高く，19 花中の 13 花が腺体合着し，残りの

6 花は離生していた，つまり関東と近畿で調査したジャ

ヤナギ群の背腹両腺体は，側方でしばしば合着すること

が確認され，一部文献記述と一致した結果となった．一

方，合着調査オオタチヤナギ群では，腺体合着も接触も

確認されず，32 花すべてが離生していた．腺体が合着

している雌花があればジャヤナギである可能性が高いこ

とを今回の結果は示している．しかし，ジャヤナギ群の

中で背腹腺体が合着するのは約 1/4 の 23 花であり，安

定した出現頻度とはいえず，腺体が合着するか離生する

かが微妙な形状もあり，これだけを判別の指標とするの

6 
図･表 

表５，山口純一，×１． 
 
 

No. 和 名 
腺体 2個の花 
（背腺体あり） 

個数 

背腹腺体合着花 背腹腺体接触花 背腹腺体離生花 

個数 比率(%) 個数 比率(%) 個数 比率(%) 

1 ジャヤナギ 12 0 0.0 0 0.0 12 100.0 

5 ジャヤナギ 16 1 6.3 1 6.3 14 87.5 

7 ジャヤナギ 18 5 27.8 1 5.6 12 66.7 

8 ジャヤナギ 17 4 23.5 8 47.1 5 29.4 

11 ジャヤナギ 19 13 68.4 0 0.0 6 31.6 

13 ジャヤナギ 8 0 0.0 0 0.0 8 100.0 

 

 合計 90 23 25.6 10 11.1 57 63.3 

ジャヤナギ 平均 15.0 3.8 ― 1.7 ― 9.5 ― 

 標準偏差 3.83 4.52 ― 2.87 ― 3.54 ― 

17 オオタチヤナギ 8 0 0.0 0 0.0 8 100.0 

20 オオタチヤナギ 4 0 0.0 0 0.0 4 100.0 

22 オオタチヤナギ 20 0 0.0 0 0.0 20 100.0 

  合計 32 0 0.0 0 0.0 32 100.0 

 オオタチヤナギ 平均 10.7 0 ― 0 ― 10.7 ― 

  標準偏差 6.80 0 ― 0 ― 6.80 ― 

 
  

表５ 雌花における背腹両腺体の合着の有無
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は適切ではない．

葉身の形質

（1）既往文献の記述（葉の識別点）

既往文献における葉の主な識別点（葉幅，脈，若葉の毛）

をまとめた（表 6）．木村（1989）は，ジャヤナギはオ

オタチヤナギに似ているが，葉の第 1 次側脈は平行し

て乱れずとして識別方法の一つにあげ，ジャヤナギの枝

端の若葉はほとんど無毛に近く，オオタチヤナギにおけ

る枝端の若葉は両面が密に絹毛でおおわれると述べてい

る．Ohashi（2001, 2006）はジャヤナギの若い葉は無

毛とし，オオタチヤナギは絹毛密として区別する．長谷

川（2001）は中脈に対する側脈の開出角度は，オオタ

チヤナギで 50 ～ 60 度とし，ジャヤナギでは 30 ～ 45

度として識別点とする．また，葉身の最広部分がジャヤ

ナギでは基部より 1/3 長にあり，オオタチヤナギでは中

央部にあるとして識別点とする．吉山（2000）は図の

説明で，オオタチヤナギは葉の中央部が最も幅が広く，

ジャヤナギは最大幅が基部に近いあたりと記述している． 

中国と日本の文献記述は，葉身最広部の認識に

お い て 相 反 す る． 中 国 の 文 献（Wang and Fang, 

1984; Wang et al, 1985; Fang et al, 1999）は，S. 

eriocarpa（ジャヤナギ）に対し葉身の中部以上が最広

と記述する．日本の文献（吉山 , 2000; 長谷川 , 2001, 

2003）は，ジャヤナギの葉身の最広部分は基部に近い

あたりとし，オオタチヤナギは中央部が最広としてい

る．なお，中国の文献では，Fang et al（1999）のみ 

S. pierotii（オオタチヤナギ）に言及し，中央より下が

広いとして日本の文献とは見解が異なる． 

（2）観察結果（若葉の毛）

若葉の観察は生時とさく葉標本で行った．既往文献

での絹毛の密生する若葉とは（木村 , 1989; Ohashi, 

2001, 2006），展開前の出葉時を指すものと考えられ

る．関東と近畿で観察したオオタチヤナギ群の多くは，

葉が展開前の出葉時に絹毛が密生し．展開を始めて葉の

両端が伸びた幼葉は両面に短毛が多く残るが，葉がしっ

かりして若葉と呼べる頃は．脈沿いを除き無毛となる．

しかし個体により変化があり，調査群では出葉時にやや

毛の少ない個体もあり（No.21，27），幼葉がやや無毛

の個体もある（No.21，23，27，時に 24，26）．一方

ジャヤナギ群の多くは，出葉時は密毛から有毛，幼葉は

有毛，若葉は無毛な個体が多く見られる．しかし個体

により変化があり，調査個体では出葉時に密毛があり

（No.1，7，13，14），幼葉が有毛の個体も存在する（No.1，

6，11）．出葉時から幼葉・若葉に移行する頃の毛の有

無は，同個体においても季節ごとの調査で変化があり安

定していない．すなわち出葉から幼葉・若葉へ移行時期

の毛の有無は今回調査では識別形質として適当ではない

と考えられる．

（3）観察結果（成葉の形質）

成葉の観察は，生時とさく葉標本で行い，葉の最広部

と側脈の中脈に対する開出角度の計測は，各調査個体か

らシュート中段につく 3 枚の標準的形状の葉を選定し

計測対象とした．例としてオオタチヤナギ No.21 とジ

ャヤナギ No.2 の葉をあげ，葉の最広部分付近に図上で

白線を引いて計測部位を示した（図 3）．記号 A の葉は

葉身の基部から 1/3 長付近に最広部分があり，記号 B

の葉は中央付近に最広部分があるようにみえる．記号 C

の葉は判断が難しい．最広部分が葉身のどこに位置する

7 
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表６，山口純一，×１． 

 
 

文献 S. pierotii（オオタチヤナギ） S. eriocarpa（ジャヤナギ） 

Wang and Fang (1984) ― 葉身の中部以上が最も広い 

Wang et al (1985) ― 葉身の中部以上が最も広い 

木村 (1989)  ― 
枝端の若葉の両面は密に絹毛でおおわれる 

第 1 次側脈は平行して乱れず， 
枝端の若葉はほとんど無毛に近い 

Fang et al (1999) 葉身の最広部は中央より下にある 葉身の最広部は中央より上にある 

吉山 (2000) 葉身の中央部が最も幅が広い 葉身の最大幅は基部に近いあたり

長谷川 (2001) 検索表 最大幅は葉身の中央部にあり

側脈の中脈に対する開出角度は 50～60 度 
最大幅は葉身基部より 1/3 長にあり 
側脈の中脈に対する開出角度は 30～45 度

長谷川 (2001, 2003) 本文 葉身の中央部に最広部がある

側脈はジャヤナギより角度広く葉縁に向かう

葉幅は基部に近く最広部があり 
側脈は中脈から角度狭く葉の先端に向かう 

Ohashi (2001, 2006) 検索表 若い葉は絹毛密 若い葉は無毛 

 
 
  

表６	 既往文献における葉の主な識別点（葉幅，脈，若葉の毛）
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かを明確にするため，最広部分の葉身基部からの距離／

葉身長さ × 100 で得られた数値を「最大ライン」とし

て評価の基準とした．葉の先端部は漸尖し細くみえるた

め，実測と視覚的印象の間に相違が生じる．これを補正

するため，最大ラインが 40.5 % 以上の場合に，最広部

分が「中央付近にある」とし，最大ラインが 40.5 % 未

満である場合を，最広部分が「下部にある」と設定した．

なお，最大ラインの補正に関しては，いくつかの方式を

8 
図･表 

 
表 7，山口純一，×１． 

 

 

No. 和 名 性 
最大ライン実測値 （単位 mm） 

最大ライン判定 脈角度明細（度） 
基部からの距離／葉身長（最大ライン %） 

1 ジャヤナギ ♀ 48/100(48.0)；42/107(39.3)；47/105(44.8) 中下中 45；45；45 

2 ジャヤナギ ♀ 44/118(37.3)；53/122(43.4)；37/103(35.9) 下中下 45；45；45 

3 ジャヤナギ ♀ 40/100(40.0)；45/103(43.7)；50/102(49.0) 下中中 40；45；45 

4 ジャヤナギ ♀ 44/110(40.0)；43/115(37.4)；43/98(43.9) 下下中 50；45；40 

5 ジャヤナギ ♀ 48/112(42.9)；47/105(44.8)；48/112(42.9) 中中中 45；40；40 

6 ジャヤナギ ♀ 38/97(39.2)；51/104(49.0)；33/93(35.5) 下中下 45；40；40 

7 ジャヤナギ ♀ 37/100(37.0)；35/104(33.7)；35/100(35.0) 下下下 45；45；40 

8 ジャヤナギ ♀ 48/110(43.6)；52/117(44.4)；48/113(42.5) 中中中 45；40；45 

9 ジャヤナギ ♀ 43/107(40.2)；44/118(37.3)；45/103(43.7) 下下中 40；50；45 

10 ジャヤナギ ♀ 42/113(37.2)；40/100(40.0)；40/100(40.0) 下下下 50；40；40 

11 ジャヤナギ ♀ 38/80(47.5)；35/83(42.2)；30/81(37.0) 中中下 40；45；50 

12 ジャヤナギ ♀ 38/95(40.0)；36/85(42.4)；35/80(43.8) 下中中 45；45；35 

13 ジャヤナギ ♀ 60/128(46.9)；52/130(40.0)；60/124(48.4) 中下中 45；45；45 

14 ジャヤナギ ♀ 41/105(39.0)；34/78(43.6)；34/90(37.8) 下中下 50；45；45 

15 ジャヤナギ ♀ 44/109(40.4)；38/99(38.4)；37/93(39.8) 下下下 45；45；50 

16 ジャヤナギ ♀ 48/125(38.4)；52/121(43.0)；33/77(42.9) 下中中 45；45；45 

ジャヤナギ 計 48 葉 最大ライン(%) 平均 41. 3 判定 中 23 葉 (47.9 %) 角度平均 44.2 

 標準偏差 3.79 判定 下 25 葉 (52.1 %) 標準偏差 3.28 

 最大値 49.0    最大値 50  

 最小値 33.7    最小値 35  

17 オオタチヤナギ ♀ 46/106(43.4)；48/102(47.1)；38/100(38.0) 中中下 50；45；45 

18 オオタチヤナギ ♀ 43/93(46.2)；41/104(39.4)；38/98(38.8) 中下下 45；45；50 

19 オオタチヤナギ ♀ 48/105(45.7)；47/106(44.3)；50/108(46.3) 中中中 40；45；45 

20 オオタチヤナギ ♀ 56/134(41.8)；57/134(42.5)；54/127(42.5) 中中中 55；50；45 

21 オオタチヤナギ ♀ 56/152(36.8)；50/104(48.1)；50/104(48.1) 下中中 45；50；50 

22 オオタチヤナギ ♀ 48/110(43.6)；41/107(38.3)；42/107(39.3) 中下下 45；45；45 

23 オオタチヤナギ ♂ 38/97(39.2)；36/95(37.9)；34/97(35.1) 下下下 50；60；50 

24 オオタチヤナギ ♂ 38/102(37.3)；44/100(44.0)；37/88(42.0) 下中中 45；45；50 

25 オオタチヤナギ ♂ 42/98(42.9)；34/87(39.1)；43/99(43.4) 中下中 40；45；45 

26 オオタチヤナギ ♂ 38/82(46.3)；38/88(43.2)；28/72(38.9) 中中下 50；45；40 

27 オオタチヤナギ ♂ 45/100(45.0)；43/105(41.0)；38/90(42.2) 中中中 50；50；50 

28 オオタチヤナギ ♂ 34/95(35.8)；42/102(41.2)；37/99(37.4) 下中下 45；45；40 

オオタチヤナギ 計 36 葉 最大ライン(%) 平均 41.7 判定 中 22 葉 (61.1 %) 角度平均 46.8 

 標準偏差 3.53 判定 下  14 葉 (38.9 %) 標準偏差 4.11 

 最大値 48.1    最大値 60 

 最小値 35.1    最小値 40 

 
  

表７ 調査個体の葉の実測値（各個体シュート中央付近の標準的葉 3 枚による集計）．

 最大ライン：最広部分の葉身基部からの距離／葉身長さ × 100．最大ラインが 40.5 % 以上を「中央付近にある：中」とし，

未満を「下部にある：下」と判定した．脈角度は側脈の中脈に対する開出角度を示す．
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考え試行錯誤したうえで，上記計算式を用い最大ライン

40 % を境として判定するのが視覚的印象に最も合致す

る方法だと考え，筆者の判断により採用した． 

この方法に基づき，関東と近畿で行った成葉の観察結

果を表 7 にまとめた（ジャヤナギ群 16 個体の 48 葉，

オオタチヤナギ群 12 個体の 36 葉，計 84 葉）．最広部

分が中央付近にある葉はジャヤナギ群で 47.9 %（23

葉），オオタチヤナギ群で 61.1 %（22 葉）である．最

広部分が下部にある葉はジャヤナギ群で 52.1 %（25

葉），オオタチヤナギ群で 38.9 %（14 葉）である．最

大ラインは，ジャヤナギ群で平均 41.3 %（標準偏差

3.79），オオタチヤナギ群で平均 41.7 %（標準偏差

3.53）であった． 

最広部位置調査と並行して，側脈の中脈に対する開出

角度を計測した（表 7）．開出角度は，葉身の基部・中央・

上部で変化があり中央付近の側脈を対象とし，45 度を

めどに 5 度の範囲幅で判断した．ジャヤナギ群の平均

は 44.2 度（標準偏差 3.28）であり，オオタチヤナギ群

の平均は 46.8 度（標準偏差 4.11）である．最大値はオ

オタチヤナギ群の 60 度，最小値はジャヤナギ群の 35

度である．

今回両種群調査における葉身の最広部位置，および側

脈の中脈に対する開出角度の観察結果からは，両種群と

もに区別できるような明確な違いが認められず，識別形

質として採用できなかった．

なお，葉身の最広部分について中国と日本における認

識の違いが存在するが，今回日本の植物を対象とした調

査では日本の文献における記述に相当する結果であった． 

両種の葉はそれぞれいくつかの形質で微妙な違いが見

られる．例えば葉下面の色は同じ粉白色でも，ジャヤナ

ギは白味強く，オオタチヤナギは青味が強い傾向がある．

5 月末以降に見られる蝋を塗ったような葉下面の蝋白部

は，ジャヤナギは広範囲に見られ，白味濃く光沢がある

ことも多い．オオタチヤナギは蝋白部がまだらになるこ

とも多く，白味少なく無光沢なことが多い．葉上面の光

沢は時期により変化があり，ジャヤナギの方が強い傾向

がある．葉柄上面の溝に毛が多く，ジャヤナギは多毛で

オオタチヤナギは密毛とわずかに異なる印象である．以

上のように葉の様子の違いは微妙でシュートや個体によ

っても異なり，おおまかな傾向を示すもので数値などは

示せないが，互いに重なる部分や，時には逆の形質を示

す場合もあり，両種の識別形質として用いることはでき

なかった． 

（4）既往文献で提示された識別点の活用

葉の識別形質については，これまでにも様々な見解が

提示されている．木下（1996）は，オオタチヤナギと

ジャヤナギの区別は難しく，出葉期では枝葉による区別

点がいくつかいわれているが色々なケースがあるので

至難であると述べている．木下（2002）では，葉脈の

第 1 側脈の配列による区分は難しいとしている．相原

（2000）は，オオタチヤナギの葉の側脈は中脈に対する

角度が大きく葉縁に向かい湾曲すること，狭い楕円形で

中央部が最も広幅となるといった点で，葉基部に近い位

置で幅が広くなるジャヤナギから区別されるという見解

に対して，県内に生育する両種ではこのような葉形によ

る区別点がはっきりしていないと述べている． 

 

柱頭の形態

（1）既往文献の記述

既往文献における柱頭先端形状の記述を表 8 にまと

めた．Ohashi（2001, 2006）は検索表で，オオタチ

ヤナギの柱頭は二裂し，ジャヤナギの柱頭は合着すると

し，柱頭の形状を重視する一方で，本文中ではオオタチ

ヤナギは柱頭凹形または二裂とし，ジャヤナギは柱頭二

9 
図･表 

 
表８，山口純一，×１． 

 
 

文献 S. pierotii（オオタチヤナギ） S. eriocarpa（ジャヤナギ） 

Seemen (1903) 二裂する図の掲載あり ― 

北村 (1979) （和名ジャヤナギとし）二裂する ― 

Wang and Fang (1984)  四円裂する 長く二裂する 

Wang et al (1985) 四円裂状図の掲載あり ― 

木村 (1989)  （先端の記述なし） 柱頭くさび状狭倒卵形 柱頭線形 

Fang et al (1999) 四浅裂する 長く二裂する 

Ohashi (2001, 2006) 検索表 二裂する 合着する 
本文 凹形または二裂する 二裂する 

大橋 (2016)  （先端の記述なし） 柱頭くさび状狭倒卵形 柱頭線形 

 
 
  

表８	 既往文献における柱頭および柱頭先端の形状記述
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裂と記述している．Wang and Fang（1984）および 

Fang et al（1999）は，S. pierotii（オオタチヤナギ）

の柱頭は四円裂（図 4）し，S. eriocarpa（ジャヤナギ）

の柱頭は長く二裂すると記述する．Wang et al（1985）

には S. pierotii および S. eriocarpa の図の掲載があり，

四円裂状の形状が確認できる．Seemen（1903）の中

で，S. pierotii の図は柱頭の先が二裂している．北村

（1979）は，S. pierotii をジャヤナギとするが（異名 S. 

10 
図･表 

 
表９，山口純一，×１． 

 

No. 和 名 性 

柱頭先端の形状  苞内面の毛  冬芽ヒビ筋 

鈍形 凹形 2裂  無毛 少毛 散毛 多毛 
 有り 無し 

 数 比率
(%) 数 比率

(%) 

1 ジャヤナギ ♀ 〇 × ×  × × × 〇  14 70.0 6 30.0 

2 ジャヤナギ ♀ 〇 × ×  × × × 〇  11 55.0 9 45.0 

3 ジャヤナギ ♀ 〇 × ×  × × × 〇  13 65.0 7 35.0 

4 ジャヤナギ ♀ 〇 × ×  × × × 〇  15 75.0 5 25.0 

5 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 〇  × × × 〇  14 70.0 6 30.0 

6 ジャヤナギ ♀ 〇 × ×  × × × 〇  10 50.0 10 50.0 

7 ジャヤナギ ♀ 〇 × ×  × × × 〇  15 75.0 5 25.0 

8 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  12 60.0 8 40.0 

9 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  4 20.0 16 80.0 

10 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  16 80.0 4 20.0 

11 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  15 75.0 5 25.0 

12 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  14 70.0 6 30.0 

13 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  19 95.0 1 5.0 

14 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  14 70.0 6 30.0 

15 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  13 65.0 7 35.0 

16 ジャヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × × × 〇  20 100.0 0 0.0 

ジャヤナギ 
合計 16 10 1  0 0 0 16 合計 219 68.4 101 31.6 

比率(%) 100.0 62.5 6.3  0.0 0.0 0.0 100.0 平均 13.7 ― 6.3 ― 
         標準偏差 3.51 ― 3.51 ― 

17 オオタチヤナギ ♀ 〇 〇 〇  〇 〇 × ×  4 20.0 16 80.0 

18 オオタチヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × 〇 〇 ×  3 15.0 17 85.0 

19 オオタチヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × 〇 〇 ×  2 10.0 18 90.0 

20 オオタチヤナギ ♀ 〇 〇 ×  × 〇 × ×  0 0.0 20 100.0 

21 オオタチヤナギ ♀ 〇 〇 〇  × 〇 〇 ×  1 5.0 19 95.0 

22 オオタチヤナギ ♀ × 〇 〇  〇 〇 × ×  0 0.0 20 100.0 

23 オオタチヤナギ ♂ ― ― ―  〇 〇 × ×  4 20.0 16 80.0 

24 オオタチヤナギ ♂ ― ― ―  〇 〇 × ×  0 0.0 20 100.0 

25 オオタチヤナギ ♂ ― ― ―  〇 〇 × ×  3 15.0 17 85.0 

26 オオタチヤナギ ♂ ― ― ―  〇 〇 × ×  0 0.0 20 100.0 

27 オオタチヤナギ ♂ ― ― ―  〇 〇 × ×  0 0.0 20 100.0 

28 オオタチヤナギ ♂ ― ― ―  〇 〇 × ×  0 0.0 20 100.0 

オオタチヤナギ 
合計 5 6 3  8 12 3 0 合計 17 7.1 223 92.9 

比率(%) 83.3 100.0 50.0  66.7 100.0 25.0 0.0 平均 1.4 ― 18.6 ― 
         標準偏差 1.61 ― 1.61 ― 

 
 
  

表９ 雌花柱頭の形状（複数花序の観察による集計），苞内面の毛（任意の 20 個ほどの観察による集計），冬芽のヒビ筋（大型

の 20 個による集計）．〇：確認を示す，×：未確認を示す．ヒビ筋：冬芽の芽鱗背側下部に現れる横ヒビと横筋をまと

めて仮称する．
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eriocarpa），柱頭の先は二分裂すると記述している．木

村（1989）には柱頭先端の記述は見られないが，オオ

タチヤナギは柱頭がくさび状狭倒卵形，ジャヤナギは線

形としている．大橋（2016）は，木村（1989）と同様

の見解である． 

（2）柱頭の観察結果

雌花の柱頭は既往文献の多くで両種とも先端は凹形～

二裂とするが，花粉を受ける上面は縦中央で浅くくぼみ，

先端が凹形または浅裂している（図 4）．また，開花後

先端が左右に開出し，強く外曲し巻き込むため形状はわ

かりにくくなる．標本上では時間の経過にともない乾燥

し先端が鈍形に見えるため，複数の花序から柱頭の形状

をスケッチし（図 5），鈍形，凹形，二裂かの判断は図

4 の柱頭先端の形状を指標としてそれぞれの出現頻度を

記録した．

関東と近畿で行った両種群の柱頭観察の結果を表 9

にまとめた．柱頭が鈍形となる花はジャヤナギ群 16 個

体すべてに見られ，オオタチヤナギ群は 6 個体中の 5

個体（83.3 %）で見られる．柱頭凹形の花はジャヤナ

ギ群 16 個体中の 10 個体（62.5 %）に見られ，オオタ

チヤナギ群 6 個体すべてで見られる．柱頭が二裂する

形状の花は，ジャヤナギ群では 1 個体（6.3 %），オオ

タチヤナギ群は半数の 3 個体（50.0 %）で見られた．

柱頭先端の形状は，鈍形，凹形，二裂，いずれの形状も

両種群に出現し，傾向の違いはわずかであり，柱頭の形状

を両種群の識別形質として用いることはできなかった．

苞内面の毛

（1）既往文献の記述

既往文献における苞内面の毛の記述をまとめた（表

10）．木村（1989）はオオタチヤナギの苞内面はほぼ

無毛または散毛をみるとし，ジャヤナギでは苞両面に長

軟毛をしくと記述する．Ohashi（2001, 2006）はオオ

タチヤナギの苞内面はほとんど無毛，ジャヤナギは苞内

面に軟毛ありとする．大橋（2016）はオオタチヤナギ

の苞は内面がほぼ無毛または散毛をみるとし，ジャヤナ

ギの苞は両面に長軟毛があるとする． 

（2）苞内面の観察結果

関東と近畿で行った両種群における苞内面の毛の観察

結果を表 9 にまとめた．個体ごとに複数の花序から任

意に選んだ約 20 花を観察し，図 6 で示した指標をもと

に苞内面の毛の状態を無毛・少毛・散毛・多毛などに判

定して記録した．なお，オオタチヤナギとジャヤナギの

苞の毛は，両種ともに縁および縁周辺には多数の長毛が

認められ，その部位が無毛または少毛となっている苞を

筆者はこれまでの観察で確認できていない．既往文献に

おける苞の毛の記述は，縁および縁周辺を除外して記述

したものであろうと考えられる．そのため，本稿におい

ても苞内面の毛の状態は縁周辺および基部を除外して検

討を進めた． 

調査両種群の縁周辺および基部を除外した苞内面にお

ける毛の状態は，これまでの文献報告とほぼ同じ調査結

果であるが，ジャヤナギ群全 16 個体の苞内面はすべて

多毛（密毛を含む）であり，無毛や少毛の苞は確認で

きなかった．オオタチヤナギ群の苞内面は，全 12 個体

すべてに少毛の苞が確認され，無毛と判断できる苞は

8 個体（66.7 %）に見られた．また，3 個体（25.0 %）

（No.18，19，21）で散毛の苞が認められたが，多毛な

苞は一例も確認できなかった． 

毛の多少は観察者の主観に左右される可能性のある形

質であり，今回の調査では散毛という状態の判断が難し

く，両種群の識別形質としては区分けしにくい．今後さ

らに多くの地域で調査されれば中間的形質が出現する可

能性もある．しかし，両種群における苞内面の毛に見ら

れた傾向の違いは明らかで，縁周辺を除いて無毛・少毛

の場合はオオタチヤナギである可能性が高く．多毛であ

ればジャヤナギの可能性が高いと結論できる．両種群と

もに苞の縁周辺は多毛であることを理解したうえで活用

するなら，苞内面の毛は両種群を識別するうえで有効な

形質であると考えられる． 

11 
図･表 

 
表 10，山口純一，×１． 

 
 

文献 S. pierotii（オオタチヤナギ） S. eriocarpa（ジャヤナギ） 

木村（1989） 
検索表 両面の下半部または基部付近に毛あるが しぱしば無毛 ― 
本文 苞内面ほぼ無毛または散毛をみる 苞両面に長軟毛をしく 

Ohashi（2001, 2006） 
検索表 苞内面はほとんど無毛 苞内面に軟毛あり 
本文 苞内面はほとんど無毛 苞両面に軟毛あり 

大橋（2016） 
検索表 苞外面または両面の下半部または基部付近に毛あるが，

しばしば無毛 ― 

本文 苞内面ほぼ無毛または散毛をみる 苞両面に長軟毛がある 

 
 
  

表 10	 既往文献における苞内面の毛の記述
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なお，今回調査したジャヤナギ群において，苞内面の

基部，特に背腺体が位置する周辺で毛が少ない傾向が

16 個体すべてに見られた（図 7）．その理由については

不明である． 

冬芽の形質

（1）既往文献の記述

木下（1996）は，ジャヤナギの冬芽は芽鱗の下部

に 1 ～ 4 本のしわを有することが多いと述べている．

Wang and Fang（1984）は，S. eriocarpa（ジャヤナギ）

に対し，芽は長楕円形とし，S. pierotii（オオタチヤナ

ギ）に対し芽は卵形，先端急尖，紅褐色と記述する．吉

山（2000）はオオタチヤナギの冬芽は長さ約 4 mm の

卵形，ジャヤナギの花芽は淡褐色で，長さ約 4 mm の

やや扁平な狭三角形と記述している． 

（2）芽鱗の観察結果

さく葉標本は製作過程で圧力がかかり，冬芽が変形し

やすい．そのため冬芽のついた枝をそのまま押さずに保

管して自然乾燥させ，生時の観察とあわせて観察計測し

た．オオタチヤナギやジャヤナギの冬芽は，芽鱗背面下

部に細かいヒビが横に入り（図 8：No.8，16），あるい

は段状に横筋が入る現象（図 8：No.26）が見られる（以

後この現象をヒビ筋と呼称する）．ヒビ筋は小さな冬芽

よりも大きな冬芽に見られることが多い．

関東と近畿において，調査個体ごとに複数の枝から大

型の冬芽 20 個を選定し，ヒビ筋の有無を観察した（表

9）．ジャヤナギ群16個体の冬芽320個中の68.4 %（219

個）でヒビ筋を確認し，オオタチヤナギ群 12 個体の冬

芽 240 個中の 7.1 %（17 個）でヒビ筋が確認された．

ジャヤナギ群でヒビ筋のある冬芽は全16個体に見られ，

個体 No.16 では調査した全 20 個にヒビ筋が見られる．

オオタチヤナギ群でヒビ筋のある冬芽は半数の 6 個体

で確認した． 

冬芽におけるヒビ筋の有無は，両種群で明確な違いを

示している．しかし，ジャヤナギ群で冬芽のヒビ筋出現

比率の最も少ない個体 No.9 と，オオタチヤナギ群で冬

芽のヒビ筋出現比率の最も多い個体 No.17，23 とが，

同じ出現比率 20.0 %（調査 20 冬芽中の 4 個）である．

すなわち，両種群における出現比率の最小値と最大値が

互いに重なる個体があり両種群を明確に区分けできない

結果であった．しかしながら，調査両種群の冬芽におけ

るヒビ筋の有無は傾向の違いが認められ，両種群の識別

に有効な形質である可能性がある． 

ジャヤナギは，冬芽の芽鱗背面下部にしわを有するこ

とが多いと指摘した木下（1996）の報告は，今回の調

査結果と一致している．ヒビ筋のおこる現象は観察時期

や生育地域，および環境による影響も考慮する必要があ

り，さらなる調査が必要である．冬芽のヒビ筋は，関東

では 12 月ごろによく眼につくが，11 月初旬の葉を残

す冬芽にも見られる場合があり，芽鱗の質，発育過程に

おける何らかの要因など，メカニズムは今のところ不明

である． 

冬芽の色については，関東と近畿で観察したオオタチ

ヤナギ群とジャヤナギ群ともに，淡褐色，黄褐色，褐色，

緑褐色，濃褐色，黒褐色，紫褐色などが見られ，季節や

生育環境などでも変化があり，両種群の違いは認識でき

なかった．厳冬期には両種群とも赤味を帯びる冬芽があ

る．

冬芽の形状は両種で若干異なり，既往文献でもジャヤ

ナギの方がより縦長とされている．今回関東と近畿で調

査したジャヤナギ群では卵状長楕円形の冬芽が多く，オ

オタチヤナギ群雌株の冬芽は広楕円形が多かった．しか

し，両種群ともに典型的な形状からはずれる形の冬芽が

見られ，冬芽の形状の違いを識別形質としては採用でき

なかった． 

（３）冬芽サイズの観察結果

関東と近畿において，オオタチヤナギ群とジャヤナギ

群における冬芽の縦横比（高さ比）を表 11 に示した．

各調査個体から複数の一年生枝を選び上部に位置する大

型の冬芽 10 個を選定し，縦の長さ（冬芽を正面からみ

た最下位置と側面からみた頂点の間の長さ），幅（冬芽

を正面からみた最大幅）を計測した．その際，色や大き

さなど平均的な形質から外れる冬芽や，不規則な形状の

ものは除外した．

ジャヤナギ群 16 個体の冬芽合計 160 個の計測では，

高さ比平均 1.90（最大 1.96，最小 1.82）であり，オ

オタチヤナギ群 12 個体の冬芽合計 120 個では，高さ比

平均 1.48（最大 1.58，最小 1.36）であった．ジャヤ

ナギ群における個体別の高さ比は最大値 2.11（No.10），

最小値 1.60（No.15）であり，オオタチヤナギ群にお

ける個体別の高さ比は最大値 1.69（No.20），最小値

1.25（No.18，21，23）である． 

表 11 の数値をもとに冬芽の幅と高さに対する散布図

（図 9）を示し，個体ごとの冬芽高さ比の平均，最大値，

最小値のグラフ（図 10）を示した．ジャヤナギ群の冬

芽はオオタチヤナギ群より明らかに縦長で，高さは幅の

2 倍に近く，違いが明らかなことがわかる．しかし，オ

オタチヤナギ群における高さ比の最大値（1.69）を下

回る最小値を持つジャヤナギ群の個体も存在している

（No.4 で 1.67，No.15 で 1.60）．一方，ジャヤナギ群

の高さ比の最小値（1.60）と，同じあるいはそれを上

回る最大値を持つオオタチヤナギ群の個体が 8 個体見

ら れ る（No.17，19，20，24，25，26，27，28 で，

各最大値はそれぞれ 1.60 ～ 1.69 の範囲にある）．

すなわち，両種群でわずかであるが重複する部分があ

り明確には区別できないものの，両種群間の傾向の違い
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12 
図･表 

表 11，山口純一，×１． 
 
 

No. 和 名 性 冬芽の高さ比実測値 （単位 mm × 10） 
高さ／幅（比率） 

冬芽の高さ比 

平均値 標準 
偏差 最大値 最小値 

1 ジャヤナギ ♀ 44/23(1.91)；56/29(1.93)；58/28(2.07)；45/24(1.88)；54/28(1.93)；
53/29(1.83)；56/30(1.87)；44/23(1.91)；44/23(1.91)；47/25(1.88) 1.91 0.06 2.07 1.83 

2 ジャヤナギ ♀ 38/22(1.73)；40/22(1.82)；40/21(1.90)；40/20(2.00)；43/23(1.87)；
44/23(1.91)；47/23(2.04)；45/22(2.05)；44/23(1.91)；40/20(2.00) 1.92 0.10 2.05 1.73 

3 ジャヤナギ ♀ 37/18(2.06)；45/23(1.96)；45/23(1.96)；30/16(1.88)；35/17(2.06)；
45/23(1.96)；48/25(1.92)；46/25(1.84)；48/25(1.92)；43/21(2.05) 1.96 0.07 2.06 1.84 

4 ジャヤナギ ♀ 44/23(1.91)；48/24(2.00)；49/27(1.81)；46/25(1.84)；40/24(1.67)；
40/22(1.82)；45/25(1.80)；50/25(2.00)；45/22(2.05)；60/30(2.00) 1.89 0.12 2.05 1.67 

5 ジャヤナギ ♀ 42/22(1.91)；48/25(1.92)；51/26(1.96)；43/23(1.87)；44/23(1.91)；
44/23(1.91)；50/27(1.85)；50/25(2.00)；45/25(1.80)；50/26(1.92) 1.91 0.05 2.00 1.80 

6 ジャヤナギ ♀ 37/19(1.95)；38/20(1.90)；40/22(1.82)；47/24(1.96)；45/22(2.05)；
43/24(1.79)；45/23(1.96)；46/24(1.92)；46/23(2.00)；52/25(2.08) 1.94 0.09 2.08 1.79 

7 ジャヤナギ ♀ 50/27(1.85)；49/25(1.96)；45/24(1.88)；42/23(1.83)；47/25(1.88)；
48/25(1.92)；50/26(1.92)；43/24(1.79)；49/25(1.96)；50/27(1.85) 1.88 0.05 1.96 1.79 

8 ジャヤナギ ♀ 40/20(2.00)；40/21(1.90)；41/22(1.86)；46/24(1.92)；54/27(2.00)；
50/28(1.79)；45/24(1.88)；50/25(2.00)；47/25(1.88)；44/24(1.83) 1.91 0.07 2.00 1.79 

9 ジャヤナギ ♀ 48/24(2.00)；48/27(1.78)；42/24(1.75)；45/26(1.73)；47/25(1.88)；
44/24(1.83)；44/25(1.76)；43/24(1.79)；43/21(2.05)；38/21(1.81) 1.84 0.10 2.05 1.73 

10 ジャヤナギ ♀ 50/26(1.92)；50/26(1.92)；52/26(2.00)；34/17(2.00)；28/14(2.00)；
37/19(1.95)；38/20(1.90)；38/20(1.90)；40/19(2.11)；35/18(1.94) 1.96 0.06 2.11 1.90 

11 ジャヤナギ ♀ 36/21(1.71)；36/18(2.00)；38/22(1.73)；47/26(1.81)；46/25(1.84)；
35/18(1.94)；41/22(1.86)；45/22(2.05)；44/24(1.83)；45/25(1.80) 1.86 0.10 2.05 1.71 

12 ジャヤナギ ♀ 38/20(1.90)；42/21(2.00)；40/20(2.00)；39/20(1.95)；38/22(1.73)；
42/23(1.83)；49/27(1.81)；47/25(1.88)；52/26(2.00)；52/25(2.08) 1.92 0.10 2.08 1.73 

13 ジャヤナギ ♀ 53/27(1.96)；56/28(2.00)；60/29(2.07)；52/28(1.86)；44/25(1.76)；
50/24(2.08)；40/22(1.82)；42/23(1.83)；44/23(1.91)；40/20(2.00) 1.93 0.10 2.08 1.76 

14 ジャヤナギ ♀ 50/25(2.00)；50/24(2.08)；47/24(1.96)；46/25(1.84)；40/22(1.82)；
40/22(1.82)；38/19(2.00)；35/19(1.84)；37/20(1.85)；40/22(1.82) 1.90 0.09 2.08 1.82 

15 ジャヤナギ ♀ 51/26(1.96)；55/28(1.96)；53/31(1.71)；57/32(1.78)；58/29(2.00)；
45/25(1.80)；42/24(1.75)；43/24(1.79)；45/25(1.80)；48/30(1.60) 1.82 0.12 2.00 1.60 

16 ジャヤナギ ♀ 41/23(1.78)；40/23(1.74)；38/19(2.00)；41/22(1.86)；47/25(1.88)；
50/24(2.08)；43/24(1.79)；50/27(1.85)；49/26(1.88)；51/26(1.96) 1.88 0.10 2.08 1.74 

ジャヤナギ 
全体平均 1.90 最大 1.96 ― 2.11 1.90 

標準偏差 0.10 最小 1.82 ― 1.96 1.60 

17 オオタチヤナギ ♀ 36/23(1.57)；36/23(1.57)；40/25(1.60)；36/23(1.57)；42/27(1.56)；
40/28(1.43)；45/30(1.50)；40/27(1.48)；38/24(1.58)；42/28(1.50) 1.54 0.05 1.60 1.43 

18 オオタチヤナギ ♀ 30/24(1.25)；29/23(1.26)；31/24(1.29)；35/24(1.46)；32/24(1.33)；
32/22(1.45)；34/24(1.42)；30/22(1.36)；35/22(1.59)；32/21(1.52) 1.39 0.11 1.59 1.25 

19 オオタチヤナギ ♀ 45/27(1.67)；47/31(1.52)；42/27(1.56)；50/34(1.47)；43/26(1.65)；
45/27(1.67)；39/25(1.56)；40/26(1.54)；42/27(1.56)；45/29(1.55) 1.58 0.06 1.67 1.47 

20 オオタチヤナギ ♀ 44/26(1.69)；36/23(1.57)；38/24(1.58)；46/29(1.59)；36/25(1.44)；
44/26(1.69)；45/30(1.50)；40/25(1.60)；43/29(1.48)；45/27(1.67) 1.58 0.08 1.69 1.44 

21 オオタチヤナギ ♀ 36/28(1.29)；37/28(1.32)；38/28(1.36)；41/30(1.37)；37/24(1.54)；
44/32(1.38)；43/30(1.43)；40/32(1.25)；45/33(1.36)；40/30(1.33) 1.36 0.08 1.54 1.25 

22 オオタチヤナギ ♀ 40/26(1.54)；33/22(1.50)；36/26(1.38)；37/25(1.48)；37/25(1.48)；
38/25(1.52)；37/25(1.48)；45/29(1.55)；37/25(1.48)；38/27(1.41) 1.48 0.05 1.55 1.38 

23 オオタチヤナギ ♂ 54/36(1.50)；56/37(1.51)；54/37(1.46)；49/36(1.36)；49/34(1.44)；
50/40(1.25)；51/36(1.42)；55/40(1.38)；47/34(1.38)；50/35(1.43) 1.41 0.07 1.51 1.25 

24 オオタチヤナギ ♂ 29/18(1.61)；30/18(1.67)；28/18(1.56)；30/20(1.50)；27/19(1.42)；
28/19(1.47)；37/23(1.61)；40/24(1.67)；40/25(1.60)；35/24(1.46) 1.56 0.08 1.67 1.42 

25 オオタチヤナギ ♂ 27/18(1.50)；41/29(1.41)；40/26(1.54)；43/26(1.65)；38/25(1.52)；
36/25(1.44)；38/26(1.46)；35/24(1.46)；39/26(1.50)；40/28(1.43) 1.49 0.07 1.65 1.41 

26 オオタチヤナギ ♂ 32/23(1.39)；35/25(1.40)；38/27(1.41)；35/26(1.35)；36/27(1.33)；
35/26(1.35)；44/27(1.63)；41/27(1.52)；40/28(1.43)；40/28(1.43) 1.42 0.09 1.63 1.33 

27 オオタチヤナギ ♂ 42/28(1.50)；47/29(1.62)；46/29(1.59)；47/30(1.57)；47/31(1.52)；
28/22(1.27)；30/22(1.36)；33/22(1.50)；34/24(1.42)；35/25(1.40) 1.48 0.11 1.62 1.27 

28 オオタチヤナギ ♂ 42/28(1.50)；44/29(1.52)；47/29(1.62)；44/29(1.52)；39/24(1.63)；
43/30(1.43)；45/30(1.50)；45/32(1.41)；46/31(1.48)；45/32(1.41) 1.50 0.07 1.63 1.41 

オオタチヤナギ 
全体平均 1.48 最大 1.58 ― 1.69 1.47 

標準偏差 0.10 最小 1.36 ― 1.51 1.25 

  

表 11 冬芽の高さ比実測値（大型の冬芽 10 個による集計）
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が認められ識別に有効な形質であると考えられる． 

枝の形質

（1）既往文献の記述

木下（1996）は冬期の 1 年生枝の形質に対し，時に

明確でないがオオタチヤナギは枝がやや太い傾向をもち

淡緑色で光沢があり，ジャヤナギの方は紫色がかると述

べている．また，木下（2002）は，開花期の樹冠枝梢

群の形態も両種群で異なるとしている．

（2）観察結果

開花期の樹冠枝梢群の形態については，本研究ではそ

の違いを見いだせなかった．冬期における枝太さは個体

の成長具合や，枝の出る位置により変化する形質であり，

有効な識別形質となるとは考えられないため今回詳細な

比較検討は行わなかった．

木下（1996）に指摘されているように，ジャヤナギ

群は紫色を帯びる枝を持ち，オオタチヤナギ群は緑色を

帯びる枝が多い傾向をとらえていたが，日陰と日向でも

変化があり，両種群とも同個体上に別色の枝が混在する．

そのため，識別形質として枝色の違いは有効ではないと

結論した． 

雌花の開花期

（1）既往文献の記述

木下（1996）は，ジャヤナギはオオタチヤナギより

開花が 4 日～ 1 週間遅いとし，独自の見解と断ったう

えで，同一地域では開花期も両種の総合判断における区

別点の一つとすることができると記述している．

（2）観察結果

オオタチヤナギ群とジャヤナギ群の各雌性個体に対

し，柱頭が受粉可能な状況であることを目視で判断し開

花していると確認できた日を記録した（表 12）．地域の

違いや標高，植栽の有無などは考慮していない．なお，

2017 年は関東で例年より 1 週間前後ヤナギ類の開花が

遅く，例年なら近畿は関東に比べ 3 ～ 4 日ほど開花が

早いが，2017 年は関東の方が 1 ～ 2 日早かった．

東京都八王子市に生育するオオタチヤナギ（No.21，

植栽）とジャヤナギ（No.7）は，1 km ほどの距離にあり，

2016 年と 2017 年ではともに No.21 のオオタチヤナ

ギの開花が早かった．

東京都八王子市（No.21）と調布市（No. 22) に植

栽されたオオタチヤナギ群は直線距離で約 18 km 離れ

ているが， 2017 年の開花確認日は No.22 が 1 週間早

かった．一方，大阪府摂津市のオオタチヤナギ群では，

2017 年の開花確認日が，個体 No.17，18，19 に比べ

No.20 は 1 週間早かった．オオタチヤナギ群は開花が

1 週間ほど異なる個体が関東と近畿で存在することか

ら，表 12 では開花確認日が早い個体を早咲き型と仮称

し，標準開花型とに分けて記している．今後さらに多く

の地域で調査されれば，各地に開花時期の異なる性質の

個体が生育する可能性がある．

今回調査ではジャヤナギ群がオオタチヤナギ群より開

花が遅く，木下（1996）が指摘した通りの結果であっ

た．両種群の開花時期を比較するには指標個体が必要で

あり，オオタチヤナギ群内にも変異があることを考慮す

ると，開花の遅速をそのまま両種群の識別には用いられ

ない．しかし，ジャヤナギ群は調査年度に関わらず，ま

た関東と近畿とその生育場所が異なっても，開花確認日

は標準開花型のオオタチヤナギ群より 1 週間弱遅かっ

た．開花時期が両種群の識別に使えるかどうかについて

は，今後さらに各地域での調査が必要であると考える． 

 

ジャヤナギの雌花序の落下

雌性個体の花序落下の生態を検討するため，2017 年

に関東のジャヤナギ群について調査した（山口 , 未発

表）．ジャヤナギ群 4 個体（No.5，7，8，13），ならび

にオオタチヤナギ群 1 個体（No.22）に対し，それぞ

れ 10 花序または 20 花序を単位として枝ごとに目印を

つけ， 2 週間後（果実が熟す 10 日ほど前）に残存する

花序数を確認した．ジャヤナギ群では合計 270 花序の

うち 143 花序が残り，127 花序は落下していた（落下

率 47.0 %，2017 年 4 月 17 ～ 20 日）．このことから

ジャヤナギ群では，子房が十分生育しないまま半数近く

が落下することがわかる．一方，植栽のオオタチヤナギ

No.22 は若い株で花序が少なく，目印をつけられたの

は 10 花序であったが，2 週間後に確認したところ落下

した花序はなくすべて残存していた（2017 年 4 月 17

日）．

註：上記調査では，横浜市に生育する工事由来のオ

オタチヤナギに酷似する個体群（2012 年に雄性個体

32 株以上，雌性個体 25 株以上が成育していた）か

ら雌性個体のうち数個体を対象として加え 253 花序

について調査したところ，2017 年 4 月 17 日までに

落下したのは 13 花序（落下率 5.1 %）と非常に少なく，

ジャヤナギ群で半数が落下するのとははっきり異なる

結果であった．本来の自生個体でないため本稿での調

査対象とはしなかったが，オオタチヤナギ群がジャヤ

ナギ群とは明らかに異なる雌花序の落下傾向を示した

ことは興味深い．

ジャヤナギ群は多数の花序が未熟なまま地表に落下し

ていることがよく見られ，果期に近い頃に樹上に花序が

著しく少ないことに気づくことがある．ジャヤナギ群は

生態的に花序が早く落下する特徴を持っている可能性が

ある．花序落下の生態が両種群識別に貢献できないか，
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今後も調査する必要があると考えている． 

ま	と	め

今回調査で取り扱った両種群における識別形質の観察

結果を一覧にした（表 13）．既往研究におけるオオタチ

ヤナギとジャヤナギの雌性個体の識別方法は，第一に雌

花の腺体数の違いがある．しかし，関東と近畿で調査し

た両種群における腺体数は安定的なものではなく，顕鏡

でも見落とされるような微小な背腺体も見られ，腺体数

のみによって両種を区別することはできない．若葉の毛

の量，葉身の最広部分の位置，側脈の角度，柱頭先端の

形状，枝の形質など，いずれも有効な識別形質とはなら

ないことがわかった． 

今回の調査結果からは，両種を明確に識別できる形質

は見いだせなかった．しかし，冬芽の高さ比，苞内面の

縁周辺および基部を除く毛の状態，冬芽の芽鱗に見られ

るヒビ筋の有無，雌花の腺体数など，両種群間で傾向の

違いが認められる形質がいくつか確認された（表 13）．

これらを組み合わせて用いることで，これまで難しいと

されてきた両種群の識別が可能ではないかと考える．ま

た，オオタチヤナギ群とジャヤナギ群の開花日，ジャヤ

13 
図･表 

 
表 12，山口純一，×１． 

 
 

個体 
No. 和 名 生育地 

2016 年，関東の開花記録  

3/24 3/25 3/30 

No.3 ジャヤナギ 東京都府中市  ×  

No.4 ジャヤナギ 東京都府中市  ×  

No.5 ジャヤナギ 東京都府中市  ×  

No.7 ジャヤナギ 東京都八王子市  ×  

No.8 ジャヤナギ 埼玉県朝霞市   ○ 

No.9 ジャヤナギ 埼玉県朝霞市   ○ 
No.10 ジャヤナギ 埼玉県朝霞市   ○ 
No.21 オオタチヤナギ 東京都八王子市（植栽） ○ a   

個体 
No. 和 名 生育地 

2017 年，関東の開花記録  

3/23 3/30 4/3 4/4 4/6 

No.3 ジャヤナギ 東京都府中市   ○   

No.4 ジャヤナギ 東京都府中市   ○   

No.5 ジャヤナギ 東京都府中市   ○   

No.7 ジャヤナギ 東京都八王子市  ×   ○ 

No.8 ジャヤナギ 埼玉県朝霞市    ○  

No.9 ジャヤナギ 埼玉県朝霞市    ○   

No.10 ジャヤナギ 埼玉県朝霞市    ○   

No.13 ジャヤナギ 神奈川県川崎市   ○   

No.21 オオタチヤナギ 東京都八王子市（植栽）  ○ a    

No.22 オオタチヤナギ 東京都調布市（植栽） ○ b     

個体 
No. 和 名 生育地 

2017 年，近畿の開花記録  

3/22 3/29 4/5 

No.14 ジャヤナギ 大阪府摂津市 × × ○ 

No.15 ジャヤナギ 大阪府摂津市 × × ○ 

No.16 ジャヤナギ 大阪府摂津市 × × ○ 

No.17 オオタチヤナギ 大阪府摂津市 × ○ a  

No.18 オオタチヤナギ 大阪府摂津市 × ○ a  

No.19 オオタチヤナギ 大阪府摂津市 × ○ a  

No.20 オオタチヤナギ 大阪府摂津市 ○ b   

 
 
 
  

表 12 年度別，地域別の開花確認日．○：開花確認，×：未開花確認，空白：未確認， a：標準開花型， b：早咲き型を示す（オオタチヤ

ナギは開花が 1 週間ほど異なる個体が存在するため分けて記す）．
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ナギ群の花序落下の状況などは，今後のさらなる調査に

よりその有用性が確認される可能性があると考える． 

今回の調査は関東地方に生育するジャヤナギ群の一部

と植栽のオオタチヤナギ，大阪府の淀川に生育するオオ

タチヤナギ群とジャヤナギ群の一部を調査した研究であ

り，ジャヤナギ群の分布がないオオタチヤナギ群の生育

地を含めた，全国的な個体を対象とした今後の研究が望

まれる． 

今後の課題

大阪府摂津市の淀川河川敷では，オオタチヤナギに酷

似するが，花または葉の一部形態が個体ごとに標準と少

し異なる樹が多数目につき，変異の範囲内であるのか不

明なためオオタチヤナギと確信の持てる個体が著しく少

なかった．オオタチヤナギに関する同様な報告として，

下山（2007）は，宮城県の北上川・鳴瀬川におけるオ

オタチヤナギの調査で，シロヤナギとの中間的形態の個

体が多くオオタチヤナギと断定できる個体はなかったと

し，広瀬川におけるヤナギ属調査の結果も合わせ，宮城

県にはシロヤナギが関わる交雑種が広く分布し，真のオ

オタチヤナギの宮城県内自生はないかもしれないと記し

ている．オオタチヤナギとその地に生育するヤナギ属樹

種との間で交雑がおきていると仮定すれば，大阪府の現

状の一部もこの仮定にあてはまる可能性があるように思

われる．また，横浜市のオオタチヤナギに酷似する個体

群（工事由来），および植栽のオオタチヤナギ（東北大

学植物園由来）の観察などから，オオタチヤナギは多様な

形態を持つ個体が含まれている樹種ではないかと考えて

14 
図･表 

表 13，山口純一，×１． 
 
 

表 識別形質  オオタチヤナギ 
範囲（平均） 

ジャヤナギ 
範囲（平均） 

識別形質の 
傾向の違い 識別形質の評価 

表 11 冬芽の高さ比  個体別平均 1.36 ~ 1.58 (1.48) 1.82 ~ 1.96 (1.90) 大きい 有効と考えられる 

  最小～最大 1.25 ~ 1.69 1.60 ~ 2.11 大きい 有効と考えられる 

表 9 苞内面の毛 無毛(%) 66.7 0.0 明らか 有効 

  少毛(%) 100.0 0.0 明らか 有効 

  散毛(%) 25.0 0.0 明らか 参考 

  多毛(%) 0.0 100.0 明らか 有効 

表 9 冬芽のヒビ筋 有り(%)，最小～最大 0.0 ~  20.0 (7.1) 20.0 ~ 100.0 (68.4) 大きい 有効な可能性有り 

  無し(%)，最小～最大 80.0 ~ 100.0 (92.9） 0.0 ~  80.0 (31.6) 大きい 有効な可能性有り 

表 4 雌花の腺体数 腺体 1(%)，最小～最大 0.0 ~ 100.0 (73.3) 0.0 ~  60.0 (19.1) 有る 参考 

  腺体 2(%)，最小～最大 0.0 ~ 100.0 (26.7) 40.0 ~ 100.0 (80.9) 有る 参考 

表 5 背腹腺体離合 合着(%) 0.0 25.6 有るが不安定 × 

  接触(%) 0.0 11.1  × 

  離生(%) 100.0 63.3 × × 

表 更なる調査要する識別形質 オオタチヤナギ ジャヤナギ  識別形質の評価 

表 12 雌花の開花確認日 （指標樹が必要） 4～7 日以上早い 4～7 日遅い  参考 

― 雌花序落下率 「」括弧内は横浜市のオオタ
チヤナギ酷似群の記録 ［5.1］ 47.0  参考 

表 採用できなかった識別形質    識別形質の評価 

― 若葉の毛の量     × 

表 7 葉の最広部位置     × 

表 7 葉側脈角度     × 

表 9 柱頭先端の形状     × 

― 枝の太さと色     × 

 
 
 
 

表 13 関東と近畿で行った調査から得られた識別形質．×：不可を示す，空白：不明または評価せず．
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いた．オオタチヤナギの変異とオオタチヤナギが関わる

交雑の実状については，今後の課題として残されている．

中国で認識されている，S. pierotii と S. eriocarpa は，

日本で認識されている両種とは，その記述から判断する

と異なる部分が多く，葉裏の形質と毛，葉身の最広部の

位置，雌花の苞色，雄花の葯色，花糸の合着の有無など

に顕著な違いがみうけられる．日本産種と中国産種との

詳細な比較検討が望まれる． 
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図１- ６ 1：ジャヤナギ群の雌花の模式図 scale:1 mm．2：子房を取り除いた背腹腺体のイメージ．

  3：葉（No.21：2013/5/31．No.2：2013/5/2．葉の白線は最広部分付近を示す） scale:3 cm．

  4：オオタチヤナギ群・ジャヤナギ群の柱頭の形状模式図（上段は上面からみた柱頭の先端形状）．

  5：上面からみたスケッチによる柱頭の模式図．6：苞内面の毛の模式図．（図中の各 No. は個体番号を示す）
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山口：オオタチヤナギ群とジャヤナギ群の識別点

図７- ８	 7：スケッチによる苞内面の毛の模式図，個体ごとに代表的な 3 型を描画した，No.1 ～ 16：ジャヤナギ，No.17 ～ 28：オオ 

 タチヤナギ，苞の輪郭はコピーにより作成した．

  8：冬芽（No.16：2016/12/10，No.8：2016/11/28，No.18：2016/12/10，No.21：2016/12/6，No.26，23，24：2016/ 

 12/10），矢印はヒビ筋を指す，scale:1 mm．（図中の各 No. は個体番号を示す）
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図９ 冬芽のサイズ散布図

図 10 冬芽の高さ比グラフ


